
民俗学 

３．民俗学の方法 
菊地暁 folklore.lecture@gmail.com 

Facebook「とある民俗学講師の補足メモ」 

＊民俗学（みんぞくがく） 

「（folklore ｲｷﾞﾘｽ・Volkskunde ﾄﾞｲﾂ） 一つの民族（主として自民族）の伝統的な生活文化・伝承文化を

研究対象とし、文献以外の伝承を有力な手がかりとする学問。わが国では柳田国男・折口信夫等の主導に

よって独自の発展をとげた」（『広辞苑』） 

 

＊目的：「何ゆえに農民は貧なりや」（1935『郷土生活の研究法』刀江書院）「経世済民」「学問救世」 

 

＊対象：民俗資料（民間伝承）←→文献資料 

「愛すべき我邦の農民の歴史を、たゞ一揆嗷訴と風水虫害等の連続の如くしてしまつたのは、遠慮なく言

ふならば記録文書主義の罪である」（1944『国史と民俗学』六人社） 

 

＊方法１：比較（周圏論・重出立証法） 

「もし日本が、このような細長い島でなかったら、                              

 方言は大凡近畿地方をぶんまわしの中心として、 

 だんだんに幾つかの圏を描いたことであろう」 

（1930『蝸牛考』刀江書院） 

 

＊方法２：採集 

＜民俗資料三部分類＞ 

   伝承形態  採集感覚  採集主体   

 

有形文化  体碑  眼  旅人 

 

言語芸術  口碑  耳  寄寓者 

 

心意現象  心碑  心  郷土人 

 

有形文化：住居、衣服、食制、漁業、林業・狩、農業、交通・交易、贈与・社交、労働、村構成、家族、 

婚姻、誕生、葬制、年中行事、神祭、舞・踊・競技、童戯・童詞 

言語芸術：命名、詞、諺・謎、民謡、語り物、昔話、伝説 

心意現象：妖怪・幽霊、兆・占・禁・呪、医療 

（柳田国男・関敬吾 1942『日本民俗学入門』改造社） 

 

＊まとめ：民俗学とは、民俗資料の採集と比較を通して常民の歴史と現在を解き明かす学問（「内省の学」） 
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状
態
に
あ
る
。
我
有
は
地
域
の
空
白
を
埋
め
る
よ
う
に
採
集
者
が
気
を
つ
け
て
く
れ
る
こ
と
を
願
っ
て
い
る
。

坊
地
域
や
あ
る
い
ば
問
題
で
採
集
を
分
業
化
す
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
、
こ
の
学
間
将
来
の
た
め
に
喜
ば
し
い
。

諾
極
冠
幽
鎧
茜
便
づ
‐
で
採
集
せ
じ
あ
る
ご
ど
は
い
Ｉ
ち
‐
よ
；
？
ど
考
免
ろ
ど
卦
‐
畷
方
法
・
の
興
引
是
餌
Ｉ
典
ｕ
ず
つ

違
到
河
劉
剛
漉
劉
斜
側
築
ぶ
だ
酬
可
１
超
Ⅶ
判
別
雪
ｕ
剣
劇
Ⅶ
馴
鹿
鋼
ｕ
溌
掌
劇
斌
叫
、
癖
、
方
言
・
民
謡

Ｉ
ｌ
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Ｉ
ｌ
ｌ
Ｉ

》
灘
鯛
継
鞭
識
噸
雛
畿
熊
離
畿
蛎
雅
鵬
索
鮎
鯛
鵬
噸
鴨
雛

料
の
残
類
整
理
＆
別
引
ご
ど
添
必
要
召
あ
訓
。
Ｉ
資
料
を
現
在
の
ご
ど
剣
乱
雑
圏
旗
睡
ｕ
ｄ
吋
制
風
、
１
コ
の
学

Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
ｌ

間
は
い
つ
ま
で
も
進
歩
し
な
い
で
あ
ろ
う
。

自
分
は
こ
の
乱
雑
な
資
料
を
整
理
し
、
必
要
に
応
じ
て
差
入
れ
の
で
き
る
よ
う
な
分
類
法
を
企
て
、
三
年

ほ
ど
前
に
一
応
そ
れ
を
公
表
し
た
。
こ
れ
に
よ
っ
て
志
あ
る
者
の
労
力
を
無
駄
に
せ
ず
、
地
方
に
あ
っ
て
も

必
要
な
採
集
が
で
き
る
よ
う
に
す
る
こ
と
が
、
自
分
の
分
類
に
対
す
る
念
願
で
あ
っ
た
。
ま
た
既
往
の
採
集

が
ど
こ
童
で
進
ん
で
い
る
か
、
今
後
は
ど
の
方
面
の
採
集
が
必
要
で
あ
る
か
を
明
ら
か
に
し
た
か
っ
た
の
で

あ
る
ｐ
社
会
事
象
の
変
遷
し
て
来
た
事
実
は
、
そ
う
し
て
集
め
た
資
料
の
分
類
に
よ
ら
な
く
て
は
明
ら
め
ら

れ
な
い
。
甲
か
ら
乙
へ
の
変
化
事
実
は
、
実
際
そ
う
手
軽
に
は
わ
か
ら
な
い
か
ら
で
あ
る
。
社
会
事
象
を
幾

つ
か
集
め
て
、
そ
れ
を
比
較
す
る
と
そ
の
事
象
の
変
化
過
程
は
割
合
に
よ
く
わ
か
る
。
比
較
は
万
遍
な
く
ど

こ
の
隅
に
も
観
察
の
目
が
届
く
よ
う
に
す
る
こ
と
が
肝
要
で
あ
る
。
こ
の
比
較
に
便
せ
ん
た
め
に
、
自
分
ば

く
と

職
灘
繍
蛾
灘
磯
織
難
糊
蕊
灘
識
鋼
蕊

お
り
く
ち

既
往
の
分
類
も
少
な
く
は
な
い
。
折
口
氏
の
ご
と
く
独
特
の
分
類
を
持
っ
て
い
る
人
Ｊ
も
あ
る
く
ら
い
で
あ

る
幅
削
剥
劉
劃
釧
那
目
然
な
順
序
侭
従
引
一
ｕ
案
憩
立
画
で
零
た
。
卦
斯
親
濁
討
斜
計
‐
隙
燭
訓
織
隷
診
第
●
「
部

Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
‐
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Ｉ
ｉ
Ｉ
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ｉ
ｉ
，
．
’
…
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１
１
１
１
；
Ｉ
Ｉ
ｉ
ｌ
ｌ
ｉ
ｌ
…
…
Ｉ
ｉ
ｉ

と
し
、
耳
に
聞
え
る
言
語
資
料
を
第
一
一
部
に
置
き
、
最
も
微
妙
な
心
意
感
覚
に
訴
え
て
始
め
て
理
解
で
き
る

も
の
を
第
三
部
に
入
れ
る
の
で
あ
る
。
目
は
採
訪
の
最
初
か
ら
働
き
、
遠
く
か
ら
も
活
動
し
得
る
。
村
落
・

住
家
・
衣
服
、
そ
の
他
我
々
の
研
究
資
料
で
目
に
よ
っ
て
採
集
せ
ら
れ
る
も
の
は
は
な
は
だ
多
い
。
目
の
次

に
働
く
の
は
耳
で
あ
る
が
、
こ
れ
を
働
か
せ
る
に
は
近
よ
っ
て
行
く
必
要
が
あ
る
。
心
意
の
問
題
は
こ
の
両

．
し
ゃ
れ
１
１
１
１
１

者
に
比
し
て
な
お
面
倒
で
あ
る
。
自
分
は
第
一
部
を
酒
落
て
旅
人
学
と
呼
ん
で
も
よ
い
地
』
鋤
副
詞
可
に
い
る
。
通

な
る

り
す
が
り
の
旅
人
で
も
採
集
で
き
る
部
門
だ
か
秘
》
窪
の
る
。
こ
れ
に
倣
う
て
第
一
一
部
を
寄
寓
老
ゆ
壱
一
吟
第
一
一
一

部
之
凋
側
州
刷
学
ど
も
い
う
。
ま
た
第
一
一
部
が
口
碑
と
い
う
語
に
当
る
と
こ
ろ
か
ら
第
一
部
を
体
碑
、
第
一
一
一

部
を
心
碑
と
呼
ん
で
も
よ
い
と
思
う
．
か
く
種
念
の
名
辞
を
附
す
る
こ
と
が
で
き
る
が
、
各
部
を
そ
れ
ぞ
れ

‐
Ｉ
‐
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
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１
１
‐
ｌ
ｌ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
ｌ

を
弓
の
部
か
●
名
ど
細
さ
と
、
少
な
ぐ
刈
顧
‐
一
‐
万
画
傭
示
釧
旬
刈
引
哨
制
国
制
刈
到
輔
剖
愚
動
浮
罫
引
嘱
尉
匂
尋
‐
‐
に
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い
る
。唖

大
韓
省
・
ひ
ら
幸
毎
窒
罰

二
三
部
分
類回

鵠
肌
諺
暫

っ
て
い
る
と
思
う
。

か
く
自
分
だ
け
の
分
類
を
立
て
て
外
国
の
分
類
が
ど
う
で
あ
る
か
と
改
め
て
み
て
承
る
と
、
同
じ
気
持
か

ら
す
る
ゆ
え
か
、
お
お
よ
そ
こ
の
分
類
と
似
た
三
部
に
分
類
が
し
て
あ
る
。
お
そ
ら
く
自
然
な
気
錆
き
や
す

い
分
類
な
の
だ
ろ
う
。
英
国
の
．
ハ
ー
ン
女
史
三
一
胡
○
．
画
目
扇
の
『
フ
ォ
ク
ロ
ァ
提
要
』
第
二
版
の
分
類

を
見
る
と
、
第
一
部
が
信
仰
と
行
事
国
①
一
一
の
〔
曾
昌
宅
国
昌
８
、
第
二
部
が
慣
習
ｐ
一
切
ｇ
言
明
、
第
三
部

が
説
話
・
民
謡
等
の
８
１
の
切
一
の
ｇ
鴨
・
望
己
の
畠
言
鴇
と
な
っ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
自
分
の
案
と
ほ
順
序

が
変
っ
て
お
り
境
目
に
喰
い
違
い
は
あ
る
が
、
三
部
分
類
の
根
底
は
同
じ
だ
と
い
う
こ
と
が
証
距
せ
ら
れ
る
。

フ
ラ
ン
ス
の
セ
ビ
オ
宅
．
段
亘
一
一
ｇ
は
「
ル
・
フ
ォ
ク
戸
－
ル
』
を
口
承
文
芸
匡
忌
国
冒
●
⑦
ｃ
一
・
舞
一
の
と
伝

承
土
俗
誌
胃
一
三
Ｃ
碇
国
昌
一
①
言
且
言
○
三
〕
の
一
一
⑦
の
一
一
部
に
分
っ
て
い
る
が
、
第
一
一
部
を
ま
た
伝
震
土
俗
誌
と

土
俗
誌
的
社
会
学
の
Ｏ
ｇ
ｃ
－
Ｃ
唇
の
①
〔
言
。
鱈
．
ｇ
一
量
匡
⑦
の
二
つ
に
分
け
、
前
者
を
非
頬
（
天
・
地
・
水
・
植

邸
き
ろ
う

物
）
と
生
類
（
動
物
・
人
・
生
心
幼
・
婚
・
病
・
死
）
に
分
ち
、
後
者
に
は
耕
作
・
漁
携
・
料
理
・
建
築
及し

び
工
芸
・
人
と
人
と
の
関
係
・
娯
楽
等
を
入
れ
て
い
る
。
し
か
し
そ
の
区
別
は
明
ら
か
で
な
い
。
こ
れ
を
仔

●
●
‐
‐
４
。
■
９
台
●
』
■
。

。
。
凸
Ｌ
ｑ
少
一
口
十
白
色
卜
ｐ
８

第
一
部
は
、
目
に
映
じ
、
生
活
に
現
わ
れ
る
点
か

一
と
も
い
い
得
る
。
英
語
の
の
ｏ
ｇ
四
一
言
。
言
○
一
ｃ
曙

‐
！
！
…
ｉ
Ｉ
ｉ
ｌ
ｉ
Ｉ
ｉ

財
肖
・
●
』
◆

『

← ‐

「

意
義
の
根
本
ば
こ
こ
庭
あ
る
と
し

函
鰐
遡
．
、
建
晴
冒
岬
冠
と
考
え
て
も
当
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気
『
い細

に
見
る
と
、
伝
承
土
俗
は
観
念
・
心
持
を
含
ん
で
い
て
自
分
の
第
一
二
部
に
該
当
し
、
土
俗
誌
的
社
会
学
は

外
形
に
あ
ら
わ
れ
る
も
の
で
、
自
分
の
一
部
分
類
に
相
当
し
て
い
る
。
し
か
し
こ
の
分
類
臆
論
理
的
出
発
点

を
持
っ
て
い
な
い
。
ま
た
宗
教
が
ど
こ
に
も
入
っ
て
お
ら
ぬ
こ
と
に
注
意
す
る
必
要
が
あ
る
。

自
分
の
こ
の
三
部
分
類
の
案
が
突
拍
子
も
な
い
も
の
で
は
な
い
こ
と
は
承
認
さ
れ
た
い
。
も
と
よ
り
目
・

耳
・
心
の
三
部
に
分
け
る
こ
と
は
自
分
独
自
の
意
見
で
ば
あ
る
が
、
弐
一
割
画
副
一
議
ぺ
が
職
罰
ど
い
う
こ
と

だ
吠
犠
言
峨
擦
る
ａ
劃
へ
星
儲
雷
へ
》
・
こ
の
分
類
は
量
に
お
い
て
三
部
各
平
等
で
な
い
。
第
一
門
健
非
常
に

範
囲
広
く
従
う
て
分
過
も
大
き
く
、
我
々
の
採
集
し
よ
う
と
欲
す
る
も
の
の
大
半
ば
こ
の
部
に
属
し
て
い
る
。

第
三
門
の
心
意
諸
現
象
は
採
集
の
し
が
た
い
だ
け
に
、
採
集
通
も
三
部
門
の
う
ち
最
も
小
で
あ
る
。
従
う
て

も
る

こ
の
一
一
一
部
分
類
は
三
重
ね
の
餅
の
ご
と
く
最
下
部
の
第
一
部
門
か
ら
第
一
一
部
門
、
第
一
一
一
部
門
と
順
次
小
さ
く

な
っ
て
い
る
。
こ
う
い
う
分
類
ほ
い
く
ら
か
変
に
見
え
る
が
、
分
類
を
す
る
以
上
、
分
量
よ
り
内
的
標
準
に
よ

る
方
が
至
当
だ
か
ら
仕
方
が
な
い
。
な
お
こ
れ
を
わ
か
り
や
す
く
表
示
す
れ
ば
次
の
ご
と
く
な
る
の
で
あ
る
。

目
デ
見
ル
・
耳
デ
キ
ク
郷
人
ノ
感
覚

旨
分
か
諏
御
士
閉

と
の
関
聯
が
必
要
と
な
っ
て
来
る
。
第
三
蔀

人
酬
同
国
凡
で
鵡
峨
制
ば
理
解
の
で
意
趣
部

Ｉ
Ｉ
１
１
ｌ
ｌ
Ｉ
１
１

て
い
る
と
こ
ろ
の
も
の
で
．
あ
る
。
こ
の
一
二
部

近
嘘
内
容
だ
ど
戦
職
溶
窒
設
習
僻
馨
雪
部
門
か
内
容
で
討
冴
。
第
一
蔀
瞳
言
語
芸
極
あ
蔵
い
繕
口
承
文

一
弱
読
く
ぎ
謬
鰐
羅
哉
都
こ
れ
は
目
の
学
問
と
違
い
、
土
地
に
あ
る
程
度
ま
で
滞
在
し
て
、
そ
の
土
地
の

言
語
に
通
じ
な
け
れ
ば
理
解
で
き
な
い
部
門
で
あ
る
。
こ
の
部
門
は
疑
問
の
百
出
が
あ
り
、
自
然
次
の
部
門

と
の
関
聯
が
必
要
と
な
っ
て
来
る
。
第
二
燕
潜
噸
‐
賊
が
ゆ
溺
婚
橿
麺
ど
識
含
割
れ
て
お
伽
ｗ
；
》
〕
が
ほ
同
郷

習
俗

口
碑

俗
償

崩
様
獣
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